
(6
)
吾
羅
沙
也
文
　

博
多
か
対
馬

の
人

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る

(田
中
健
夫

『中
世
対
外
関
係
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
、
三
〇
三

頁
)。

(7
)
綿
紬
　
粗
繭
や
真
綿
か
ら

つ
む

い
だ
糸

で
製
し
た
織
物
。

つ
む
ぎ
。

(8
)
綿
布
　
朝
鮮

に
お
け
る
綿
布
の
生
産

は
、
高
麗
期
に
中
国
か
ら
木
綿
の

種
子
が
伝
来
し
て
始
ま
り
、
李
朝

で
は
主
に
慶
尚
道

・
全
羅
道

・
忠
清

道
で
産
出
し
た
。
木
綿
が
日
本

へ
の
回
賜
品
に
登
場
す
る
の
は
世
宗
即

位
年

(
一
四

一
八
)
以
降
で
、
木
綿

を
生
産
し
な
い
日
本
が
強
く
希
望

し
、
成
宗
朝

(
一
四
七
〇
-
九
四
)
に
は
そ
の
流
出
は
ピ
ー
ク
に
達
し

た

(前
掲
田
中
著
、

一
七
二
-
五
頁

)。

(
9

)

回
价
　

帰

る

使

者

。
价

は

つ
か

い
。

(
10

)

序

に
順

い
　

も

の
ご

と

が

う

ま

く

ゆ

く

こ

と

。

(
11

)

自
嗇
　

自

愛

に
同

じ

か
。
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満
刺
加
国
王
よ
り
琉
球
国

王
あ

て
、

返
礼

の
書
簡
(
一
四
六
七
、
三
、
二
〇
)

満
刺
加
国
王
、
謹
ん
で
琉
球
国
王
殿
下
に
奉
る
。

蓋
し
聞
く
、
土
有
れ
ば
此
れ
生
有
り
、
生
有
れ
ば
此
れ
用
有
り
。
苟
く
も

貨
生
の
闊
殖
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
又
奚

ん
ぞ
生
用
の
足
自
を
得
ん
や
、
と
。

稔
知
す
る
に
、
上
国
の
民
生
富
庶

に
し
て
物
産
豊
登
な
る
は
、
此
れ
賢
王
の

仁
徳
の
至
り
に
由
る
。
之
れ
天
下
、
九
天
の
下
天
下
に
知
ら
し
む
る
な
り
。

弊
邦
相

い
去
る
も
、
交
遠
の
情
愈
々

堅
く
既
に
数
載
の
余
な
る
に
因
り
、
使

臣

・
頭
目

・
通
事
等
を
差
わ
し
宝
物
を
装
載
し
到
来
す
る
を
蒙
る
。
咨
典
は

後
に
収
?

す
。
礼
信
の
往
来
、
嘗
嘗
に
懐
に
銘
刻
す
。
人
を
差
わ
し
前
来
す

る
を
行
わ
ん
と
欲
し
て
未
便
な
る
も
、
此
れ
を
准
く
る
を
蒙
る
が
如
き
は
未

だ
尽
さ
ず
。
茲
者
特

に
謹
ん
で
礼
物
を
齎
堅
し
、
上
国
王
殿
下
に
前
来
す
。

乞
望
わ
く
は
笑
留
す
れ
ば
是
幸
な
り
。
以
て
寸
枕
を
叙
べ
ん
。
使
臣
の
頭
目

の
交
遊
す
る
有
り
、
称
晴
し
て
以
て
畢
れ
ば
風
迅
に
て
回
還
せ
し
む
。
須
ら

く
奉
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

今
、
礼
物
を
開
す

好
三
連
打
布
二
十
匹

椒
達
布
十
匹
　
細
椒
達
布
九
匹

南
嘆
?
布
十

一
匹

共
に
計
五
十
匹

成
化
三
年

(
一
四
六
七
)
三
月
二
十
日

注

(1
)
稔
知
　

審
ら
か
に
知
る
。

(
2

)

称
晴
　

称

情

に
同

じ

か
。

心

に

か
な

う

、

の
意

。

(
3

)

風

迅
　

迅

は
同

音

の
?

と

同

じ

に
用

い
ら

れ

て

い
て

、
季

節

風

の

こ

と

。

〔
〇

六

-
〇

一
〕

注

(
13

)

参

照

。

(4
)
好
三
連
打
布
　

ベ
ン
ガ
ル
産
の
上
質
の
綿
織
物
シ
ャ
ウ
タ
ル
(
c
h
a
u
t
a
r

)

の

一
種
か
。

『
瀛
瀟
涯
勝
覧
』
榜
葛
刺
国

(ベ
ン
ガ
ル
)
の
条
に

「沙
榻

児
。

闊

二
尺
五
、
六
寸
。
長
四
丈
余
。
如
好
三
俊
布

一
般
」
と
あ
る
。
ト
メ
・

ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』
は
三
種
類
の
シ
ャ
ウ
タ
ル
が
あ
る
と
記
す

(
一

九
七
頁
お
よ
び

一
九
八
頁
訳
注
を
参
照
)
。
マ
ラ
ッ
カ
で
珍
重
さ
れ
高
価



で
重
要
な
交
易
品
と
な

っ
て
い
た
各
種

ベ
ン
ガ
ル
産
織
物

の
う
ち
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
小
川
博

『馬
歓
　
瀛

涯
勝
覧
訳
注
』
吉
川
弘
文
館
、

一

九
六
九
年
、
一
五
七
-

一
六
六
頁
他
、
ま
た
A
.
K
o
b
a
t
a
,
M
.
M
a
t
s
u
-

d
a
.
1
9
6
9
.
R
y
u
k
y
u
a
n
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 
w
i
t
h
 
K
o
r
e
a
 
a
n
d
 
S
o
u
t
h
 
S
e
a
 

C
o
u
n
t
r
i
e
s
.
K
y
o
t
o
,
p
p
.
1
9
4
-
5
.

を
参
照
。
『歴
代
宝
案
』
に
あ
る
「左

達
」
「椒
達
布
」
「細
椒
達
布
」
「紹
達
布
」
「細
紹
達
布
」
(細
は
上
質
の

意
味
)
は
、
シ
ャ
ウ
タ
ル
の
こ
と

で
あ
る
。

(5
)
椒
達
布
　

前
注

(4
)
を
参
照
。

(6
)
南
■
?

布
　

ベ
ン
ガ
ル
産
の
織
物

の
マ
モ
ナ

(
m
a
m
o
n
a
)
か
。
ト
メ
・

ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』

一
九
八
頁
、
訳
注
参
照
。
ま
た
前
注

(4
)

に
引
用

の
A
.
K
o
b
a
t
a
,
M
.
M
a
t
s
u
d
a
.
p
.
1
0
8
.
を

参
照

の
こ
と
。
『歴

代
宝
案
』

に
あ
ら
わ
れ
る

「南
母
掌
」
「南
母
□
」
「林
母
掌
」
は
同
じ

も
の
か
。

1-39-05

博
多
の
道
安
が
王
府
に
納
付
し
た
朝
鮮
国
の
返
礼
品
の
別
幅

(
一
四
六
七
、
四
、
二
)

成
化
三
年

(
一
四
六
七
)
四
月
初
二
日
乙
酉
良
吉
、
博
多
州
の
道
安
、
王

府

に
齎
進
し
、
開
読
し
て
訖
る
。
言
に
称
す
ら
く
、
礼
物
は
先
に
対
馬
州
に

在
り
て
、
本
国
の
朝
鮮
国
の
公
幹
に
差
往
せ
る
正
副
使
等
の
官
に
送
付
せ
ら

る
れ
ば
、
収
領
し
順
帯
し
回
還
し
て
訖
る
、
と
。

別
幅

白
細
苧
布

一
十
五
匹
　
黒
細
麻
布

一
十
五
匹

白
細
綿
布

一
十
五
匹
　
満
花
席

一
十
五
張

豹
皮
五
張
　

虎
皮
五
張

人
参
五
十
斤
　
松
子
三
百
斤

金
剛
経

一
部
　
起
信
論

一
部

円
教
経

一
部
　

四
教
儀

一
部

心
経

一
部
　

翻
訳
名
義

一
部

画
鼓

一
面
　

香
炉

一
事

小
鐘

一
事
　
鉸
鐃

二
部

油
?

四
番
　

正
布
六
百

一
十

一
匹

綿
布
三
百

一
匹

成
化
三
年

(
一
四
六
七
)
四
月
初
二
日
乙
酉
良
吉

注

*
本
文
書

の
冒
頭
部
分
は
王
府

の
覚
え
書
き
で
あ
り
、
別
幅

は
そ
の
時
道
安
が

も
た
ら
し
た
品
物

の
目
録
で
あ
る
。

(1
)
成
化
三
年
…
良
吉
　
道
安
が
納
め
た
品
物
の
目
録
を
開
読
し
た
日
付
。

良
吉
は
吉
日
に
同
じ
。

(2
)
道
安
　

博
多

の
貿
易
僧
。
申
叔
舟
『海
東
諸
国
紀
』

(国
書
刊
行
会
、
昭

和
五
十
年
)
に
は
大
友
殿

の
管
下
と
あ
る
。
景
泰
四
年

(
一
四
五
三
)
・

六
年
、
天
順
元
年
(
一
四
五
七
)、
琉
球
国
王
使
と
し
て
朝
鮮
国
に
赴
き

漂
流

の
朝
鮮
人
を
送
還
し
、
天
順
元
年

に
は
朝
鮮
国
王
よ
り
護
軍
の
職

を
受
け
た

(『李
朝
実
録
』
世
祖
三
年
七
月
乙
亥
の
条
ほ
か
)
。

(3
)
本
国

の
朝
鮮
国
の
公
幹
に
差
往
せ
る
正
副
使
　
次

に
述

べ
る
理
由
か
ら
、

道
安
ら
で
あ
ろ
う
。
道
安
は
天
順
元
年
七
月
、
漂
流
人
を
送
還
し

(前


